
基本目標

施策

１次評価　（プロジェクト推進担当課長）

プロジェクト
該当予算

事業数
良好 適当 不良

01 生活支援サービス推進事業 11 11

02 社会福祉関係事業 1 1

03 地域福祉支援事業 2 1 1

04 高齢者生きがい対策事業 1 1

05 地域コミュニティ支援事業 1 1

06 一般介護予防事業 2 2

07 障がい者地域生活支援事業 3 3

08 在宅障がい者支援事業 3 3

09 地域医療連携推進事業 2 1 1

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

プロジェクト
該当予算

事業数
良好 適当 不良

01 保健サービス推進事業 4 2 2

02 一般介護予防事業 2 2

03 スポーツ推進団体支援事業 2 2

04 公有財産管理運営事業 43 16 27

05 生活支援サービス推進事業 1 1

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

プロジェクト担当課長 子育て・健康課長

みんなで健康づくりプロジェクト

実施計画事業

実施計画事業

令和元年度の
取り組み

成　果

・避難行動要援護者の最新情報を横断的に把握できるようになった。
・認知症ケアパスの更新、にのにんカフェの実施により認知症対策を推進した。
・障がいのある方やそのご家族等のニーズに対応した支援及び経済的負担軽減を実施し
た。

課　題

①認知症は誰もがなりうる身近なものであるという周知
②医療と介護の連携推進や従事者不足が課題

改善点（課題番号に対応）

①高齢者や障がい者・その家族が、住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられる「共
存」のための地域での体制構築を検討し進める。
②毎年、従事者不足については町村会要望として提出。関係機関との連携を継続し、かか
りつけ医・薬局の普及を図る。

高齢者がいきいきと暮らせる生活支援プロジェクト

二宮町総合戦略評価シート（令和元年度実績）

安心なくらしを守り、住み続けられる地域をつくる

誰もが健康でいきいきと暮らせる環境づくり

プロジェクト担当課長 高齢介護課長
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２次評価　（施策主管部長）

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

高齢者がいきいきと暮らせる生活支援プロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

みんなで健康づくりプロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

施策： 誰もが健康でいきいきと暮らせる環境づくり の成果について

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

達成状況に関する分析

　運動習慣のある人の割合は上昇しているが、目標達成までには至らず、今後も継続して
取り組みを進める必要がある。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

２次評価

説明

　通いの場や、認知症カフェを開催したほか、地域包括ケアシステムに向けた協議体によ
る話し合いも進めることができた。

説明

　未病センターや通いの場等において、健康相談や介護予防に取り組むことにより、健康
づくりを推進した。

目標値

39.5%

H28ｱﾝｹｰﾄ

38.1%

H29ｱﾝｹｰﾄ

41.1%

H30ｱﾝｹｰﾄ

43.0%

H31ｱﾝｹｰﾄ

46.3%

R2ｱﾝｹｰﾄ
50.0%以上

基準値 H28 H29 H30 R1

達成状況に関する分析

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

運動習慣がある人の割合

施策主管部長 健康福祉部長

重要業績評価指標
（KPI）について

健康寿命（国保データベース）

基準値 H28 H29 H30 R1 目標値

男:65.9歳

女:67.1歳

男:65.9歳

女:67.1歳

男:65.9歳

女:67.1歳
ー ー

男：67.0歳

女：68.0歳

令和元年度の
取り組み

成　果

・胃がん検診について、内視鏡での検査を開始
・未病センターや通いの場を利用して、健康相談や健診案内、介護予防について講座や周
知を行った。

課　題

①がん検診の受診率向上（特に胃、子宮、乳）
②データヘルス計画に基づく重症化予防事業の推進

改善点（課題番号に対応）

①受診してもらいたい年代を絞って、個別で受診勧奨を行うなど受診率向上の検討。
②事業対象者へのアプローチや集団教育の方法を検討していく。
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